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第72回定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

連　結　注　記　表

個　別　注　記　表

（2018年10月１日から2019年９月30日まで）

「連結注記表」及び「個別注記表」として表示すべき事項につきま
しては、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、インターネット
上の当社ウェブサイト(http://www.ajiko.co.jp/)に記載しており
ます。

表紙
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連　結　注　記　表
（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

⑴　連結子会社の数　8社
連結子会社の名称
　株式会社ユニテック
　株式会社タックエンジニアリング
　株式会社アドテック
　株式会社プライムプラン
　サン・ジオテック株式会社
　株式会社中部テクノス
　株式会社ジオテクノ関西
　株式会社四航コンサルタント

⑵　非連結子会社の名称等
非連結子会社
　株式会社未来共創研究所
　株式会社テクノス
　株式会社エコロジーサイエンス
　Asia Air Survey Myanmar Co., Ltd.

（連結の範囲から除いた理由）
非連結子会社は、小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金
（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２．持分法の適用に関する事項
⑴　持分法適用の関連会社数　2社

会社名
　株式会社大設
　三井共同建設コンサルタント株式会社

⑵　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況
会社の名称
　株式会社未来共創研究所（非連結子会社）
　株式会社テクノス（非連結子会社）
　株式会社エコロジーサイエンス（非連結子会社）
　Asia Air Survey Myanmar Co., Ltd.（非連結子会社）
　Beijing East Map Information Technology Inc．（関連会社）
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（持分法を適用しない理由）
持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持
分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、
全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
　すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結会計年度と一致しております。

４．会計方針に関する事項
⑴　重要な資産の評価基準及び評価方法

①　その他有価証券
時価のあるもの……………………連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法
により算定）

時価のないもの……………………移動平均法による原価法
②　たな卸資産

仕掛品………………………………個別法による原価法
原材料及び貯蔵品…………………個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定）
⑵　重要な固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）…………定率法
但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得
した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 6年～50年
航空機 2年～ 7年
機械及び装置 2年～14年
車両運搬具及び工具器具備品 2年～20年

②　無形固定資産……………………………………定額法
なお、市場販売目的のソフトウエアについては、見込販売可能期間（３年間）における見込販売高に基
づく償却額と見込販売可能期間に基づく定額償却額のいずれか大きい額により償却しております。自社
利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年間）に基づく定額法によっておりま
す。

③　リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）とする定額
法によっております。
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⑶　重要な引当金の計上基準
①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金
従業員（使用人兼務役員を含む）に対して支給する賞与に充てるため、支給見積額を計上しております。

③　役員賞与引当金
役員への賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上しております。

④　完成工事補償引当金
完成した物件に係る瑕疵担保等の費用に備えるため、過去の実績率を基礎に将来の支出見込額を計上し
ております。

⑤　受注損失引当金
受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末時点で将来の損失が確実に見込まれ、かつ、
その金額を合理的に見積ることが可能なものについて、将来の損失見込額を計上しております。

⑷　退職給付に係る会計処理の方法
従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき
計上しております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定
の年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しており
ます。

⑸　重要な収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完成工事原価の計上基準

①　当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる物件
工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

②　その他の物件
工事完成基準

⑹　消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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（表示方法の変更に関する注記）
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）に基づく「会
社法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（平成30年３月26日　平成30年法務省令第５号）
を当連結会計年度から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債
の区分に表示する方法に変更しております。

（連結貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 2,963,074千円
２．コミットメントライン契約

当社は、資金調達の機動性及び長期的な安定性の確保を目的として、取引金融機関８社と長期コミットメン
トライン契約（2018年４月～2021年３月）を締結しております。
当該契約に基づく当連結会計年度末における借入未実行残高は次のとおりであります。

コミットメントラインの総額 5,000,000千円
借入実行残高 －

差引額 5,000,000千円
上記のコミットメントライン契約には、次の財務制限条項が付されております。

⑴　2018年９月期第２四半期以降の、各事業年度末日及び第２四半期会計期間の末日における単体の貸借対照
表における純資産の部の金額を2017年９月期末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の
金額の70％に相当する金額以上に、各事業年度末日及び第２四半期会計期間の末日における連結貸借対照
表に記載される純資産の部の金額を2017年９月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部
の金額の70％に相当する金額以上に、各々維持すること。

⑵　2018年９月期第２四半期以降の各第２四半期会計期間の末日における累計の連結損益計算書及び単体の
損益計算書に記載される営業利益をそれぞれ１億円未満としないこと。

⑶　2018年９月期以降の各事業年度末日における連結損益計算書及び単体の損益計算書に記載される営業利
益をそれぞれ損失としないこと。

３．受注損失引当金に対応する仕掛品の金額
損失の発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品と受注損失引当金は相殺せずに両建てで表示しております。
損失の発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品のうち、受注損失引当金に対応する額は99,754千円でありま
す。

（連結損益計算書に関する注記）
売上原価に含まれている受注損失引当金繰入額　374,577千円
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期
首株式数(千株)

当連結会計年度増
加株式数(千株)

当連結会計年度減
少株式数(千株)

当連結会計年度末
株式数(千株)

発 行 済 株 式

普 通 株 式 18,614 － － 18,614

合 計 18,614 － － 18,614

自 己 株 式

普 通 株 式 ( 注 ) 639 0 10 629

合 計 639 0 10 629
(注)１．普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加０千株であります。

２．普通株式の自己株式の株式数の減少10千株は、処分による減少10千株であります。

２．剰余金の配当に関する事項
⑴　配当金支払額

決 議 株 式 の 種 類 配当金の総額 １株当たり配当額 基 準 日 効 力 発 生 日

2018年12月13日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 180,262千円 10円 2018年９月30日 2018年12月14日

⑵　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2019年12月18日開催の定時株主総会において、次のとおり決議を予定しております。
・普通株式の配当に関する事項

①　配当金の総額 216,435千円
②　配当の原資 利益剰余金
③　１株当たり配当額 12円
④　基準日 2019年９月30日
⑤　効力発生日 2019年12月19日

－ 5 －
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

⑴　金融商品に対する取組方針
当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金を銀行借入により調達しております。一時的な余
資は主に流動性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しております。
なお、デリバティブ取引は行っておりません。

⑵　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金は、取引先の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、
取引先の状況をモニタリングし、財政状態の悪化等による回収懸念を早期に把握する体制をとっておりま
す。
投資有価証券は市場価格の変動リスクの影響を受けておりますが、主に業務上の関係を有する企業の株式
であり、定期的に時価の把握を行っております。
営業債務である支払手形及び買掛金、未払金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。
ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に係る資金の調達等を目的としたものであ
り、償還日は最長で決算日後９年であります。
また、営業債務やリース債務は、流動性リスクに晒されておりますが、当社グループでは、各部署からの
報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手元流動性の維持などにより流動
性リスクを管理しております。

⑶　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が
含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用
することにより、当該価額が変動することがあります。

－ 6 －
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２．金融商品の時価等に関する事項
2019年９月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。

連結貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

⑴　現金及び預金 4,614,456 4,614,456 －

⑵　受取手形及び売掛金 8,455,646 8,455,646 －

⑶　投資有価証券 2,995,370 2,995,370 －

資産計 16,065,473 16,065,473 －

⑴　支払手形及び買掛金 1,395,947 1,395,947 －

⑵　リース債務（流動） 368,974 368,974 －

⑶　未払金 929,540 929,540 －

⑷　リース債務（固定） 1,520,476 1,529,888 9,412

負債計 4,214,939 4,224,351 9,412
（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資　産
⑴現金及び預金、⑵受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価
額によっております。

⑶投資有価証券
投資有価証券の時価について、株式等は取引所の価格によっております。

負　債
⑴支払手形及び買掛金、⑵リース債務（流動）、⑶未払金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価
額によっております。

⑷リース債務（固定）
リース債務（固定）の時価については、元利金の合計額を、同様の新規借入またはリース取引を行っ
た場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

－ 7 －
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２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 連結貸借対照表計上額
(千円)

非上場株式 950,853

匿名組合出資金 20,000

上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難であると認められることから、「⑶
投資有価証券」には含めておりません。

（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 771円23銭
２．１株当たり当期純利益 60円08銭

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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個　別　注　記　表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法

⑴　子会社株式及び関連会社株式………移動平均法による原価法
⑵　その他有価証券

時価のあるもの………………………事業年度末日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法
により算定）

時価のないもの………………………移動平均法による原価法
⑶　たな卸資産

仕掛品…………………………………個別法による原価法
原材料及び貯蔵品……………………個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定）
２．固定資産の減価償却の方法

⑴　有形固定資産（リース資産を除く）………定率法
但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得し
た建物附属設備及び構築物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 6年 ～ 50年
構築物 10年 ～ 50年
航空機 2年 ～ 7年
機械及び装置 2年 ～ 14年
工具、器具及び備品 2年 ～ 20年

⑵　無形固定資産…………………………………定額法
なお、市場販売目的のソフトウエアについては、見込販売可能期間（３年間）における見込販売高に基づ
く償却額と見込販売可能期間に基づく定額償却額のいずれか大きい額により償却しております。自社利用
のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年間）に基づく定額法によっております。

⑶　リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）とする定額法
によっております。

⑷　長期前払費用…………………………………均等償却法
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３．引当金の計上基準
⑴　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

⑵　賞与引当金
従業員（使用人兼務役員を含む）に対して支給する賞与に充てるため、支給見積額を計上しております。

⑶　役員賞与引当金
役員への賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上しております。

⑷　完成工事補償引当金
完成した物件に係る瑕疵担保等の費用に備えるため、過去の実績率を基礎に将来の支出見込額を計上して
おります。

⑸　受注損失引当金
受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末時点で将来の損失が確実に見込まれ、かつ、その
金額を合理的に見積ることが可能なものについて、将来の損失見込額を計上しております。

⑹　退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上
しております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、
給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

４．収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完成工事原価の計上基準

⑴　当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる物件
工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

⑵　その他の物件
工事完成基準

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
⑴　退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類における会計処理の方法と異
なっております。

⑵　消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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（表示方法の変更に関する注記）
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）に基づく「会
社法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（平成30年３月26日　平成30年法務省令第５号）
を当事業年度から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区
分に表示する方法に変更しております。

（貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 2,722,510千円
２．関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。

⑴　短期金銭債権 90,792千円
⑵　短期金銭債務 1,976,819千円
⑶　長期金銭債務 7,113千円

３．コミットメントライン契約
当社は、資金調達の機動性及び長期的な安定性の確保を目的として、取引金融機関８社と長期コミットメン
トライン契約（2018年４月～2021年３月）を締結しております。
当該契約に基づく当事業年度末における借入未実行残高は次のとおりであります。

コミットメントラインの総額 5,000,000千円
借入実行残高 －
　差引額 5,000,000千円

上記のコミットメントライン契約には、次の財務制限条項が付されております。
⑴　2018年９月期第２四半期以降の、各事業年度末日及び第２四半期会計期間の末日における単体の貸借対照

表における純資産の部の金額を2017年９月期末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の
金額の70％に相当する金額以上に、各事業年度末日及び第２四半期会計期間の末日における連結貸借対照
表に記載される純資産の部の金額を2017年９月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部
の金額の70％に相当する金額以上に、各々維持すること。

⑵　2018年９月期第２四半期以降の各第２四半期会計期間の末日における累計の連結損益計算書及び単体の
損益計算書に記載される営業利益をそれぞれ１億円未満としないこと。

⑶　2018年９月期以降の各事業年度末日における連結損益計算書及び単体の損益計算書に記載される営業利
益をそれぞれ損失としないこと。
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４．配当制限
2018年３月28日締結のコミットメントライン契約により、当社の各事業年度末日及び第２四半期会計期間
の末日における連結及び単体の貸借対照表における純資産の部の金額を、2017年９月期末日における純資産
の部の金額の70％に相当する金額以上に、各々維持することを確約しております。

５．受注損失引当金に対応する仕掛品の金額
損失の発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品と受注損失引当金は相殺せずに両建てで表示しております。
損失の発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品のうち、受注損失引当金に対応する額は73,086千円でありま
す。

（損益計算書に関する注記）
１．関係会社との取引高

⑴　売上高 627,479千円
⑵　仕入高 2,588,241千円
⑶　営業取引以外の取引高 62,933千円

２．売上原価に含まれている受注損失引当金繰入額　347,692千円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類 当事業年度期首
株式数（千株）

当事業年度増加
株式数（千株）

当事業年度減少
株式数（千株）

当事業年度末
株式数（千株）

普通株式（注） 587 0 10 577

合 計 587 0 10 577
(注)１．普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加０千株であります。

２．普通株式の自己株式の株式数の減少10千株は、処分による減少10千株であります。
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（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）
賞与引当金 167,994千円
完成工事補償引当金 6,016
受注損失引当金 106,394
退職給付引当金 1,103,483
出資金（会員権）等評価損 8,078
投資有価証券評価損 24,164
貸倒引当金 51,343
その他 153,695

繰延税金資産小計 1,621,169
評価性引当額 △110,069

繰延税金資産合計 1,511,099
（繰延税金負債）

その他有価証券評価差額金 △636,741
前払年金費用 △82,755
その他 △119

繰延税金負債合計 △719,616
繰延税金資産の純額 791,482千円

（リースにより使用する固定資産に関する注記）
所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース資産の内容
有形固定資産
主として事業用の生産設備（航空機・機械及び装置・工具、器具及び備品）であります。
上記のほか、生産設備等の一部については、所有権移転外ファイナンス・リース契約により使用しており
ます。
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（関連当事者との取引に関する注記）
　子会社等

種類 会社等の
名称

議決権等の所
有（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社
株式会社
ジ オ テ ク ノ
関西

（所有）
直接100.0

測量・調査
作 業 の 委
託

資金の預り
（注） 307,658千円 預り金 300,395千円

子会社
株式会社
プ ラ イ ム プ
ラン

（所有）
直接100.0

測量・調査
作 業 の 委
託

資金の預り
（注） 249,481千円 預り金 247,791千円

子会社

株式会社
タ ッ ク エ ン
ジ ニ ア リ ン
グ

（所有）
直接100.0

測量・調査
作 業 の 委
託

資金の預り
（注） 226,558千円 預り金 240,386千円

子会社
株式会社
四 航 コ ン サ
ルタント

（所有）
直接60.0

測量・調査
作 業 の 委
託

資金の預り
（注） 292,733千円 預り金 313,661千円

（取引条件及び取引条件の決定方針等）
（注）当社では、グループ子会社内の資金を一元管理するキャッシュ・マネジメント・システムを導入しており

ます。参加会社間で資金の取引が反復的に行われているため、取引金額は期中の平均残高を記載しており
ます。また、利率については市場金利を勘案して決定しております。なお、担保は提供しておりません。

（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 661円26銭
２．１株当たり当期純利益 54円74銭

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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